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〈

人

物

表

〉

 

小
崎

こ

さ

き 
泰 た

い

智 ち 

（
１
７
）
関
節
ご
と
３
０
セ
ン
チ
伸
ば
せ
る
身
体
強
化
者 

富
田

と

み

た 

耀 よ
う 

（
１
７
）
筋
肉
を
強
化
で
き
る
身
体
強
化
者 

 

西
田

に

し

だ 

友
佳

ゆ

う

か 

（
２
６
）
ア
パ
ー
ト
に
暮
ら
す
主
婦 

赤
ん
坊 
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１
． 

住
宅
街
・
道
（
朝
） 路

駐
車
が
目
立
つ
狭
い
路
地
。 

快
晴
で
、
ど
の
家
も
洗
濯
物
や
布
団
を
干
し
て
い
る
。 

登
校
中
の
小
崎
泰
智
（
１
７

）、

腕
を
突
き
出
す
。 

肘
か
ら
手
首
に
か
け
て
グ
グ
ッ
と
３
０
セ
ン
チ
伸
び
る
。
そ

れ
以
上
伸
び
ず
、
不
満
げ
。 

後
ろ
か
ら
走
っ
て
く
る
富
田
耀
（
１
７

）、

車
よ
り
早
い
。 

耀 
 

「
定
規
、
お
は
！
」 

と
、
泰
智
の
背
中
を
叩
く
。 

泰
智
、
数
メ
ー
ト
ル
吹
っ
飛
び
、
転
が
る
。 

耀 
 

「
わ
り
ぃ
！
」 

耀
、
走
り
去
る
。 

泰
智
、
大
き
な
た
め
息
。 

 

２
． 

高
校
・
教
室
・
前
（
朝
） 

生
徒
た
ち
の
が
や
が
や
と
し
た
声
。 

ク
ラ
ス
プ
レ
ー
ト
に
は
「
身
体
強
化
組
」
と
あ
る
。 

 

３
． 

高
校
・
教
室
・
内
（
朝
） 

始
業
前
。
生
徒
た
ち
が
能
力
を
披
露
し
て
い
る
。 

耀
、
そ
の
様
子
を
動
画
に
収
め
て
い
る
。 

泰
智
、
読
書
中
。
Ａ
４
判
の
図
鑑
『
レ
ス
キ
ュ
ー
大
全

』。 

耀 
 

「
次
、
定
規
！
」 

泰
智
、
嫌
そ
う
な
顔
。 

泰
智 

「
そ
の
呼
び
方
や
め
て
よ
」 

耀 
 

「
い
い
じ
ゃ
ん
。
ほ
ら
（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
見
せ
て
）
い
つ
も

の
ゴ
ー
ル
作
っ
て
よ
」 

ク
ラ
ス
の
視
線
が
泰
智
に
集
ま
る
。 

泰
智
、
仕
方
な
さ
げ
に
立
ち
上
が
る
。 

泰
智 

「
顔
は
映
さ
な
い
で
よ
」 

と
、
両
腕
を
伸
ば
す
。 

肩
、
上
腕
、
前
腕
の
順
に
３
０
セ
ン
チ
ず
つ
伸
ば
し
、
両
手

で
輪
を
作
る
。 

耀 
 

「
完
璧
じ
ゃ
ん
」 
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耀
、
教
室
の
端
に
移
動
。 

近
く
の
生
徒
に
ス
マ
ホ
を
渡
す
。 

耀 
 

「
よ
ろ
し
く
」 

耀
、
助
走
を
つ
け
、
渾
身
の
ダ
ン
ク
シ
ュ
ー
ト
。 

泰
智
、
直
前
で
避
け
る
。 

耀
、
勢
い
余
っ
て
机
に
突
っ
込
む
。
机
が
壊
れ
る
。 

泰
智
、
腕
を
元
に
戻
す
。 

生
徒
た
ち
の
笑
い
声
。 

耀 
 

「
そ
れ
は
ひ
ど
く
ね
！
？
」 

泰
智
、
読
書
に
戻
っ
て
い
る
。 

読
ん
で
い
る
の
は
高
所
救
助
に
つ
い
て
の
ペ
ー
ジ
。 

耀 
 

「
最
近
、
そ
れ
ば
っ
か
読
ん
で
ん
な
」 

泰
智 

「
関
係
な
い
で
し
ょ
」 

泰
智
、
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
。 

 

４
． 

高
校
・
屋
上
（
昼
） 昼

休
み
。
泰
智
と
耀
は
弁
当
を
食
べ
て
い
る
。 

サ
イ
レ
ン
の
音
。 

ふ
た
り
が
フ
ェ
ン
ス
越
し
に
見
る
と
、
住
宅
街
か
ら
黒
煙
が

あ
が
っ
て
い
る
。 

耀 
 

「
俺
ら
の
通
学
路
じ
ゃ
ん
！
」 

耀
、
泰
智
の
腕
を
掴
む
。 

泰
智 

「
え
？
」 

耀 
 

「
身
体
強
化
者
の
責
任
っ
て
や
つ
！
」 

耀
、
泰
智
を
担
ぐ
。 

泰
智 

「
待
っ
て
。
ま
ず
先
生
に―

―

」 

耀
、
凄
ま
じ
い
速
さ
で
駆
け
て
い
く
。 

泰
智
の
悲
鳴
。 

 

５
． 

通
学
路
（
昼
） 

消
防
車
が
路
駐
車
の
せ
い
で
、
現
場
へ
向
か
え
な
い
で
い
る
。 

消
防
隊
員
が
車
の
持
ち
主
を
探
し
な
が
ら
、
住
民
に
避
難
を

呼
び
か
け
て
い
る
。 

耀
、
隙
間
を
縫
う
よ
う
に
走
っ
て
い
く
。 



 3 

 

６
． 

ア
パ
ー
ト
・
前
（
昼
） 

三
階
建
て
ア
パ
ー
ト
。
一
階
か
ら
炎
が
噴
き
出
し
て
い
る
。 

住
民
た
ち
が
離
れ
た
場
所
へ
避
難
し
て
い
る
。
野
次
馬
は
ス

マ
ホ
で
撮
影
し
て
い
る
。 

三
階
の
ベ
ラ
ン
ダ
に
西
田
友
佳
（
２
６

）
。

腕
に
赤
ん
坊
を

抱
き
、
助
け
を
求
め
て
い
る
。 

友
佳 
「
だ
れ
か
！ 

助
け
て
く
だ
さ
い
！
」 

赤
ん
坊
の
泣
き
声
。 

野
次
馬
、
ス
マ
ホ
を
少
し
高
く
掲
げ
る
。 

泰
智
、
そ
れ
を
見
て
怒
り
の
表
情
。 

泰
智 

「
な
ん
で
そ
れ
撮
る
ん
だ
よ
」 

耀
、
泰
智
を
肘
で
つ
い
て
、 

耀 
 

「
な
ぁ
、
あ
れ
」 

ア
パ
ー
ト
の
側
面
。
小
窓
し
か
な
く
、
火
の
手
が
弱
い
。 

そ
こ
に
排
水
管
が
ま
っ
す
ぐ
三
階
ま
で
伸
び
て
い
る
。 

耀 
 

「
い
け
そ
う
だ
な
」 

泰
智 

「
待
っ
て
、
あ
れ
っ
て…

…

」 

耀
、
走
り
出
す
。 

 

７
． 

ア
パ
ー
ト
・
横
（
昼
） 

耀
、
壁
を
蹴
っ
て
排
水
管
を
掴
む
。 

耀 
 

「
あ
っ
ち
ぃ
ぃ
ぃ
ぃ
ぃ
」 

耀
、
転
が
る
。 

野
次
馬
の
何
人
か
が
、
ス
マ
ホ
を
向
け
る
。 

泰
智 

「
撮
る
な
よ
！
」 

泰
智
、
耀
に
駆
け
寄
る
。 

泰
智 

「
別
の
方
法
を
考
え
な
い
と
」 

一
階
か
ら
爆
発
音
。 

赤
ん
坊
の
泣
き
声
が
大
き
く
な
る
。 

ふ
た
り
、
泣
き
声
の
す
る
方
向
を
見
る
。 

強
く
な
る
火
の
粉
。 

泰
智
、
思
わ
ず
両
手
を
伸
ば
し
か
け
、
や
め
る
。 

耀 
 

「
も
し
か
し
て
、
届
く
？
」 
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泰
智 

「
体
幹
を
保
て
る
の
は
、
た
ぶ
ん
、
二
階
ま
で
」 

泰
智
、
自
分
の
手
を
見
る
。 

泰
智 

「
そ
れ
に
、
無
理
し
た
ら
戻
っ
た
時
に
縮
む
ん
だ
」 

と
、
拳
を
握
る
。 

耀 
 

「
マ
ジ
か
よ…

…

」 

耀
、
頭
を
掻
き
む
し
る
。 

泰
智
、
周
囲
を
見
渡
す
。 

布
団
を
干
し
て
い
る
家
が
多
い
。 

 
×

 
×

 
×

 
『
レ
ス
キ
ュ
ー
大
全
』
の
高
所
救
助
の
ペ
ー
ジ
。 

高
所
か
ら
落
ち
る
人
を
ク
ッ
シ
ョ
ン
で
受
け
止
め
る
写
真
。 

 
×

 
×

 
×

 

泰
智 

「…
…

落
ち
る
場
所
を
作
る
」 

 

８
． 

住
宅
街
（
昼
） 

泰
智
、
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
を
始
め
た
近
隣
住
民
ら
に
、 

泰
智 

「
布
団
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
！ 

落
下
の
衝
撃
を
少
し
で
も
減
ら
し

た
い
ん
で
す
！
」 

住
民
１
「
で
も
三
階
か
ら
じ
ゃ…

…

」 

泰
智 

「
で
も
、
何
も
し
な
い
よ
り
は
い
い
！
」 

泰
智
の
言
葉
に
、
住
民
た
ち
が
動
き
出
す
。 

サ
イ
レ
ン
の
音
が
大
き
く
な
る
。 

 

９
． 

ア
パ
ー
ト
・
前
（
昼
） 

消
防
車
到
着
。
は
し
ご
車
で
は
な
く
、
小
型
の
も
の
。 

耀 
 

「
持
っ
て
き
た
！
」 

耀
、
大
量
の
布
団
を
ど
さ
り
と
置
く
。 

泰
智 

「
消
防
に
、
三
階
の
人
が
取
り
残
さ
れ
て
る
っ
て
伝
え
て
！
」 

耀
、
う
な
ず
く
。
消
防
隊
員
に
駆
け
寄
る
。 

泰
智
、
住
民
た
ち
と
布
団
を
重
ね
、
地
面
の
安
全
な
場
所
を

確
保
し
よ
う
と
す
る
。 

消
防
隊
員
が
駆
け
つ
け
る
。 

消
防
隊
員
「
そ
こ
は
落
下
地
点
に
し
な
い
！
」 

泰
智
た
ち
、
消
防
隊
員
の
指
示
で
布
団
を
移
動
さ
せ
る
。 
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耀 
 

「
泰
智
！ 

ど
う
す
る
ん
だ
？
」 

泰
智
、
三
階
の
ベ
ラ
ン
ダ
を
見
上
げ
る
。 

泰
智 

「
ま
ず
、
赤
ち
ゃ
ん
を
こ
っ
ち
に
渡
し
て
も
ら
う
。
僕
が
伸
ば
し
た

腕
で
受
け
取
る
」 

耀 
 

「
お
前
、
届
く
の
か
？
」 

泰
智 

「
届
か
せ
る
。
で
も
、
僕
だ
け
じ
ゃ
身
体
を
支
え
ら
れ
な
い
」 

耀
、
泰
智
を
見
る
。 

泰
智 
「
だ
か
ら
、
支
え
て
ほ
し
い
」 

耀
、
す
ぐ
に
は
答
え
な
い
。 

泰
智
の
伸
び
た
腕
を
見
て
、
う
な
ず
く
。 

耀 
 

「
わ
か
っ
た
。
指
示
し
て
く
れ
」 

 
×

 
×

 
×

 

泰
智
、
足
を
踏
ん
張
る
。 

足
首
、
膝
、
股
関
節
、
背
骨
、
肩
、
肘
、
手
首
。
関
節
が
順

に
伸
び
、
身
体
が
縦
に
伸
び
て
い
く
。 

耀
が
泰
智
の
腰
を
抱
え
、
強
化
し
た
筋
力
で
支
え
る
。 

泰
智 

「
も
っ
と
右
！ 

建
物
に
寄
せ
て
！
」 

耀
、
指
示
ど
お
り
泰
智
の
身
体
を
支
え
る
位
置
を
変
え
る
。 

泰
智
の
腕
が
二
階
付
近
ま
で
届
く
。 

泰
智 

「
こ
こ
ま
で
が
限
界
だ…

…

！
」 

三
階
の
友
佳
が
赤
ん
坊
を
抱
え
て
身
を
乗
り
出
す
。 

友
佳 

「
こ
の
子
だ
け
で
も
！
」 

泰
智 

「
赤
ち
ゃ
ん
を
、
ゆ
っ
く
り
！
」 

友
佳
、
赤
ん
坊
を
差
し
出
す
。 

泰
智
、
腕
を
さ
ら
に
伸
ば
す
。 

手
首
と
肘
が
ギ
チ
ギ
チ
と
伸
び
、
指
先
が
赤
ん
坊
に
届
く
。 

泰
智
、
赤
ん
坊
を
受
け
取
る
。 

そ
の
瞬
間
、
腕
が
震
え
る
。 

耀 
 

「
よ
っ
し
ゃ
！
」 

泰
智
、
歯
を
食
い
し
ば
る
。 

赤
ん
坊
を
落
と
さ
な
い
よ
う
に
胸
元
へ
引
き
寄
せ
る
。 

泰
智 

「
耀
、
離
れ
て
！
」 

耀
、
離
れ
る
。 

泰
智
の
関
節
が
一
斉
に
縮
み
始
め
る
。 
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泰
智
、
布
団
の
山
へ
落
下
。 

耀 
 

「
泰
智
！
」 

泰
智
の
身
体
は
小
学
生
ほ
ど
の
大
き
さ
に
な
っ
て
い
る
。 

赤
ん
坊
は
泣
い
て
い
る
が
、
無
事
。 

耀
、
息
を
吐
く
。 

耀 
 

「
お
前
、
す
げ
ー
な
」 

泰
智 

「
本
に
書
い
て
あ
っ
た
か
ら
」 

泰
智
、
笑
い
か
け
て
、
固
ま
る
。 

火
の
手
が
二
階
ま
で
到
達
し
て
い
る
。 

 

１
０
． 

ア
パ
ー
ト
・
三
階
・
ベ
ラ
ン
ダ
（
昼
） 

友
佳
、
何
度
も
下
を
覗
く
。 

足
が
す
く
ん
で
動
け
な
い
。 

 

１
１
． 

ア
パ
ー
ト
・
前
（
昼
） 

泰
智
、
友
佳
を
見
て
、
耀
を
見
る
。 

泰
智 

「
僕
を
投
げ
て
」 

耀 
 

「
は
？
」 

泰
智 

「
ゴ
ー
ル
、
決
め
た
か
っ
た
ん
で
し
ょ
」 

耀 
 

「
冗
談
も
休
み
休
み…

…

」 

泰
智
の
真
剣
な
眼
差
し
。 

泰
智 

「
今
度
は
、
耀
が
布
団
で
受
け
止
め
て
」 

耀 
 

「
そ
ん
な
の
、
間
に
合
う
か…

…

」 

泰
智 

「
耀
の
力
が
必
要
な
ん
だ
」 

耀
、
自
分
の
頬
を
叩
き
、
気
合
を
い
れ
る
。 

泰
智
の
身
体
を
担
ぐ
。 

耀 
 

「
い
く
ぞ
」 

泰
智 

「
う
ん
」 耀

、
泰
智
を
全
力
で
投
げ
上
げ
る
。 

 

１
２
． 

ア
パ
ー
ト
・
三
階
・
ベ
ラ
ン
ダ
（
昼
） 

泰
智
、
着
地
。 

友
佳 

「
こ
、
こ
ど
も
？
」 

泰
智 

「
説
明
は
あ
と
で
。
逃
げ
ま
す
よ
！
」 
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二
階
で
爆
発
音
。
ベ
ラ
ン
ダ
が
傾
く
。 

泰
智 

「
絶
対
離
さ
な
い
で
！
」 

と
、
友
佳
の
手
を
引
く
。 

ふ
た
り
、
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
飛
び
降
り
る
。 

 

１
３
． 
ア
パ
ー
ト
・
前
（
昼
） 

耀
、
ふ
た
り
に
合
わ
せ
て
布
団
の
山
を
移
動
さ
せ
る
。 

ふ
た
り
の
背
後
で
三
階
が
爆
発
。 

爆
風
に
よ
り
落
下
予
測
地
点
が
ズ
レ
る
。 

耀 
 

「
う
お
お
お
お
お
」 

耀
、
ふ
た
り
の
落
下
に
間
に
合
う
。 

一
瞬
の
静
寂
。 

友
佳
、
ゆ
っ
く
り
起
き
あ
が
る
。 

住
民
１
が
友
佳
に
赤
ん
坊
を
渡
す
。 

友
佳 

「
あ
り
が
と
う…

…

」 

布
団
か
ら
幼
児
ほ
ど
の
小
さ
な
拳
が
出
て
く
る
。 

耀
、
そ
れ
に
拳
を
突
き
合
わ
せ
る
。 

野
次
馬
ら
、
変
わ
ら
ず
撮
影
し
て
い
る
。 

 

１
４
． 

高
校
・
教
室
・
内
（
昼
） 

幼
児
サ
イ
ズ
の
泰
智
、
ノ
ー
ト
に
何
か
書
い
て
い
る
。 

耀
、
泰
智
の
前
の
席
に
座
る
。 

耀 
 

「
ミ
ニ
マ
ム
、
何
し
て
ん
の
？
」 

泰
智 

「
定
規
の
次
は
ミ
ニ
マ
ム
か
よ
。
今
、
小
説
書
い
て
ん
だ
か
ら
」 

耀 
 

「
能
力
使
い
す
ぎ
て
小
さ
く
な
っ
た
男
の
話
？
」 

泰
智 

「
う
っ
さ
い
な
。
救
急
隊
の
話
だ
よ
」 

同
級
生
「
お
前
ら
ス
ゲ
ー
な
。
有
名
人
じ
ゃ
ん
」 

同
級
生
、
ス
マ
ホ
を
見
せ
る
。 

ふ
た
り
が
火
災
現
場
で
活
躍
す
る
ニ
ュ
ー
ス
動
画
。 

同
級
生
「
つ
か
、
耀
、
ア
カ
ウ
ン
ト
消
え
て
ね
？
」 

耀 
 

「
も
う
い
い
ん
だ
よ
」 

泰
智
、
微
笑
む
。 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

（
お
わ
り
） 
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